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学術情報部の所掌

（学術情報部）

第18条の2の2 学術情報部に置く課の名称は、次の
とおりとする。

（１）情報企画課

（２）アカデミックサポート課

（３）情報基盤課

「国立大学法人筑波大学の組織及び運営の基本に関する規則施行規程」

附属図書館
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情報企画課の業務

2 情報企画課は、次の業務を遂行する。

（１）図書、雑誌その他の資料（以下「図書館資料」と
いう。）の収集及び管理に関すること。

（２）学内で生産された学術情報の収集及び発信に
関すること。

（３）図書館システムの整備及び管理に関すること。

（４）統合IR機構に関すること。

（５）筑波大学出版会に関すること。

「国立大学法人筑波大学の組織及び運営の基本に関する規則施行規程」
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アカデミックサポート課の業務

3 アカデミックサポート課は、次の業務を遂行する。

（１）学術情報の提供に関すること。

（２）図書館資料の相互利用に関すること。

（３）附属図書館における学習及び教育の支援に関する
こと。

（４）附属図書館における学習環境の整備に関すること。

「国立大学法人筑波大学の組織及び運営の基本に関する規則施行規程」
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中央図書館と４つの専門図書館

中央図書館
【1979.10～】

体育・芸術図書館
【1974.7～】

医学図書館
【1978.7～】

図書館情報学図書館
【2002.10～】

図書館情報大学（1981～）との統合により発足

大塚図書館［東京キャンパス]
【1989.6～】

放送大学文京学習センター図書室と合築（2011～）

※蔵書総数：約275万冊
7

附属図書館の特徴

• 開かれた図書館（サービス⾯）
• 全⾯開架、学外者利⽤（1979年度︓中央図書館開館時〜）

→貴重書類を除き閉架書庫が無い、資料への⾃由なアクセス
→学外者へ⼊館、閲覧、レファレンスサービスの提供

• 図書館ボランティア（1995年度〜）
→地域住⺠への⽣涯学習・社会貢献の機会提供

• 学外者への貸出利⽤証の発⾏（2005年度〜）

• 業務処理の集中化（運⽤⾯）
• 中央図書館による、受⼊整理業務の集中処理

→専⾨図書館は、利⽤者サービスに注⼒ 図書館ボランティアによる
おりがみ講習会
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利 ⽤ 者
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大学図書館への期待
学習⽀援 研究⽀援

グループでディスカッションしながら
能動的・主体的な学修習慣を⾝に付け
る場として機能

アクティブラーニング推進
ラーニングコモンズ etc

研究成果の蓄積・発信

つくばリポジトリは、筑波⼤学で⽣み出された
研究・教育成果を蓄積・保存し、インターネッ
トを通して無料でアクセスできる学術コンテン
ツデータベース。研究データ公開にも活⽤予定

オープンアクセス推進
機関リポジトリ etc

ビジョン2025における⼤学図書館の重点領域「知の共有、創出、媒介」
における⽬標や、教育・研究のＤＸ等の進展を踏まえたサービス構築、
及びコンテンツのデジタル化・オープン化への対応が求められている

←オープンサイエンス時代における大学図書館の
在り方について（審議まとめ）（2023年1月）

国立大学図書館協会ビジョン2025 （2021年6月） →

←オープンアクセスの推進に向けた、国の諸方針
（2024年） ※詳細は次ページ参照

オープンサイエンスの時代にふさわしい →
「デジタル・ライブラリー」の実現に向けて

（2024年7月）
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オープンアクセス/サイエンスへの取組み

2024年 オープンアクセス加速化事業採択（⽂部科学省）
→オープンアクセス促進のための諸事業、体制整備

2025年 電⼦ジャーナルパッケージ（５社）の転換契約開始
→APC（論⽂掲載料）⽀援の充実
つくばリポジトリへの研究データ登録開始予定

★オープンアクセス/サイエンス推進のための国の⽅針策定
・「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」

（令和3年4月27日統合イノベーション戦略推進会議決定）
・ 「学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針」

（令和6年2月16日内閣府統合イノベーション戦略推進会議決定）
・「学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針」の実施にあたって
の具体的方策 （令和6年2月21日公表、同年10月8日改正 関係府省申合せ）

・同FAQ （令和6年2月21日公表、同年10月8日更新）

2006年 「つくばリポジトリ」公開
→ 筑波⼤学研究者の学術論⽂、⼤学紀要、博⼠論⽂等を無料で

公開（オープンアクセス）し、学術成果の社会還元に寄与
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視覚障害やページめくりが困難な運動障害等のある学⽣・教員に対し、
図書や雑誌論⽂をPDFやテキストデータにして提供するサービスを
学内関係部署と連携して実施

職員 附属図書館 多様化⽀援担当
（参考調査担当・選書担当などが協⼒）

学⽣ LS（Library Support）グループ
ピア・チューター（障害のある学⽣の⽀援活動に携わる学⽣）
で、図書館での図書電⼦化サービスに携わるグループ

多様な利用者へのサービス
障害のある学生・教員への資料電子化サービス

利⽤者

依頼

資料

電⼦化

利⽤者へ
の提供

電⼦化資
料の管理
と蓄積

電子化資料

学習管理システムmanaba NDL ONLINE
読書バリアフリー資料
メタデータ共有システム
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多様なニーズに対応する学修空間
・「つくば型チュートリアル学修」の支援

（授業⾵景）1年⽣の授業「学問探究チュートリアル」／（推薦図書展⽰）「チュートリアルの本棚」

オープンな
空間で

⾏われる
授業

ギャラリーゾーン

チャットフレームA防⾳ブースセミナー室
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つくば市との連携・協力

• 「つくば市域図書館連携に関する協定書」締結（2019年9⽉25⽇）
つくば市⽴図書館＋筑波⼤学附属図書館

→情報、資源、活動成果等の交流促進・連携活⽤
• 「筑波⼤学附属図書館とつくば市⽴中央図書館との相互貸借について(申合せ)」

締結（2021年6⽉）、相互貸借開始

附属高校へのサービス

• 「⾼⼤連携図書館サービスパッケージ」（2019年1⽉〜）
• 図書資料貸出サービス
• レファレンスサービス
• ⽂献複写サービス

• 附属⾼校の図書館や教員を
窓⼝にサービスを提供

→筑波⼤学附属⾼等学校、
駒場中・⾼等学校、坂⼾⾼等学校 「学術情報の探し⽅講習会」

（2024年1⽉19⽇）
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本学が所蔵する
「歴聖⼤儒像」
6幅を、各種財団
の助成を得て
修復・電⼦化し、
特別展を⾏った。

貴重資料の修復・電子化公開
展示会による資料公開

〇所蔵資料の展⽰会
「古典籍の

インターフェース」
（2023年10⽉〜11⽉)

〇修復・電⼦化資料の展⽰会
「歴聖⼤儒像 儒者のまなざし」

（2022年5⽉）
「孔⼦をまつる

－歴聖⼤儒像
儒者の世界－」

（2022年11⽉）

[歴聖⼤儒像] 
孟⼦像（修復後）

「忠孝⼀本
江⼾時代のモラリティ」

（2024年10⽉〜11⽉)
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筑波大学出版会（2007年7月1日設立）

筑波⼤学の幅広い分野の研究成果をわかりやすい形で社会に発信し、わが国の
学術⽂化の振興に寄与する。（学術書、教科書、⼀般教養書など）

佐藤 晋爾 著

2024年12⽉24⽇初版発⾏
ISBN978-4-904074-84-8
A5判/並製/216ページ
本体価格 3,740円＋税
【電⼦版】もあり

越智 博美[ほか] 編

2024年4⽉19⽇初版発⾏
ISBN978-4-904074-78-7
A5判/並製/478ページ
本体価格 7,810円＋税
【電⼦版】もあり

「科学の芽」賞実⾏委
員会 編
2024年6⽉19⽇初版発⾏
ISBN978-4-904074-82-4
Ｂ5判／並製／202ページ
本体価格 3,300円＋税
【電⼦版】もあり 16



筑波⼤学附属図書館 先輩のメッセージ

学術情報部 情報企画課 デジタルライブラリ担当
中尾 拓夢

附属図書館キャラクター
ちゅーりっぷさん と がまじゃんぱー

2024年4⽉採⽤（前職あり）
試験区分︓図書
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⾃⼰紹介

・名前︓中尾 拓夢 （なかお ひろむ）

・2024年4⽉採⽤（区分︓図書）

・筑波⼤学⼈⽂・⽂化学群⽇本語・⽇本⽂化学類出⾝ ／
蹴球部でサッカーをしていました

・前職は⾼校の国語教師です
＊働きながら採⽤試験を受験しました

・休⽇の過ごし⽅︓
ランニング（昨年フルマラソンを⾛りました）／読書など
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私の仕事

 仕事内容
・図書館ホームページの更新
・電⼦図書館システムの調達業者との連絡調整・打合せ
・学術情報メディアセンターとの連絡調整
・研究者情報システム（TRIOS）のサポート
・研究開発室業務の年次報告書の作成

など、幅広く担当

まとめると…
電⼦的に図書館サービスを⽀え、

コンテンツを豊かにするお仕事です
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私の仕事
 ある⽇のスケジュール
8:30 始業

開館準備（掃除、紙の補
充）
メールチェック
利⽤者登録⽤データの作
成
図書館メーリングリスト
への追加

など
12:15〜
13:15 昼休み

図書館システム調達業者
との打合せ
図書館HPの更新
図書館システムの職員操
作画⾯レイアウトの変更

など

17:15 終業

 年間トピック
4⽉ 異動した職員のアカウント作成・削除

新規購⼊したPCの設定
研究者情報システムの業績の重複チェック

5⽉ 蔵書点検事前準備

7⽉ ⼀⻫休業中の図書館ホームページの内容修正

10⽉ 全学停電によるサーバのシャットダウン作業

12⽉ 法律情報DBのアップグレード作業

1⽉ 図書館PCの⾃動起動時刻の設定変更

 定型作業
毎⽉ 利⽤者登録⽤データの作成

図書館システム保守作業報告書の確認
コピー⽤紙やプリンタのトナー、ドラムの発注

毎⽇ 開館準備（掃除、紙の補充）
附属図書館PCのウイルスチェック
図書館システム夜間処理の反映チェック
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私の仕事

 印象に残った仕事
オープンアクセス加速化事業の⼀環で、マレーシアに⾏ったこと

国際学会への参加や現地⼤学へのインタビュー、筑波⼤学マレーシア校
（2024年9⽉開校）での図書館オリエンテーションを⾏いました。
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筑波⼤学の魅⼒

 ⼈・職場の雰囲気がいい
穏やかな⼈が多く、上司にも質問や相談がしやすいです。
分からないことが数多くありましたが、丁寧に説明してくださりました。
同期とも仲が良く、お昼を⼀緒に⾷べたりマラソン⼤会に出たりなどしています。

 さまざまな業務に関わる機会がある
今年度は展⽰WGとデジタル・ライブラリー推進WGに所属しています。展⽰WGでは特別展⽰の
準備を⾏い、デジタル・ライブラリー推進WGでは館内コミュニケーションツールのDXのための
打合せを⾏いました。
国際局が主催する国際業務研修にも参加し、留学⽣の受け⼊れ対応や海外同窓会の運営補助を⾏
いました。

 学⾷のバリエーションが豊富
ラーメン、うどん・そば、カレー、ハラルフードの専⾨店があり、さまざまな料理を楽しめま
す。職員の休憩時間と学⽣の昼休みの時間が重なっていないため、⽐較的待たされることなく
⾷べることができます。

22



筑波⼤学を⽬指すみなさまへ
 働きながら筑波⼤学附属図書館員を⽬指す⽅へ
試験対策の時間がなかなか取れないと思いますが、まずは⼀次試験突破を⽬指し、
退勤後、休⽇、通勤時間等の隙間時間を利⽤し、諦めずに勉強を続けることが⼤切だと思います。

 試験勉強で利⽤したもの
国⽴⼤学法⼈等職員採⽤試験攻略ブック
図書系専⾨試験の過去問
noteで⾒つけた「国⽴⼤学法⼈等職員採⽤試験2024・図書◆専⾨試験教材」（有料）
https://note.com/lib_wiki

本⽇ご参加くださったみなさまが、筑波⼤学で働くことに魅⼒を感じ
選択肢の⼀つとして考えてくださればうれしいです。

みなさまが希望の道に進まれることをお祈りしています。

23
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筑波大学附属図書館
先輩のメッセージ

又吉うめ乃

学術情報部アカデミックサポート課 利用者支援担当

25

自己紹介

名前：又吉うめ乃（またよしうめの）

・2024年4月採用（区分：図書）
2024年4月～ 利用者支援担当

・前職あり（図書館ではありません）
※働きながら採用試験を受験しました

・大学では歴史学を中心に人文科学・社会科学を幅広く勉強しました
※就職後、通信で司書資格の勉強を始めました

・幅広く学問が好きです
新聞、新書を中心に情報を収集します
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私の仕事

 仕事内容（利用者支援担当）

・図書の閲覧・貸出・督促・整備・保全など

・利用者へのカウンター対応

・館内施設（閲覧室、研究個室など）の管理・運用

・利用者のデータ管理

・学生アルバイトや委託業者（夜間・土日）との連絡調整

・各館（図情、医学、体芸、大塚）との連絡調整

利用者に直接関わる業務を主に担当します
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私の仕事

 ある日のスケジュール

資料の探し方や予約方法、
利用証の更新など…

利用者からの問い合わせ
は様々。

利用者にあわせて

柔軟に対応していく仕事
が多いです

開館/カウンター準備・メールチェック

延滞者への督促

お昼ごはん

・・・

カウンター対応（1日2時間）

スケジュール確認

他館（学内）からの取り寄せ本の返却
予約本の処理

8:30

17:15

始業

休憩

終業

12:15

13:15

28



私の仕事

 印象に残った仕事

・防音ブース、新館集密書架の工事

 担当以外の仕事

・特別展WG

・デジタル・ライブラリー推進WG

 心がけていること

・利用者目線でサービスを見る

・新しい目線から図書館を見る（サービス、業務、業界の動きなど）

施設・設備や資料の整備、広報など

“利用者を支援すること”の
幅広さを実感する日々です

29

筑波大学附属図書館で働く

 魅力について

・筑波大学について

→（比較的）大規模であること
→学生の雰囲気

・筑波大学附属図書館について
→職場・職員の雰囲気
→幅広い業務に携われる機会が設けられていること

※個人的おすすめスポット/景色
図書館外のベンチ、中央図書館5階から眺めるキャンパス
自然豊かなこと（図書館付近に咲く桜、キンモクセイがお気に入りです）
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大学図書館での仕事を考えている皆様へ

 対策

【知る】

・大学のことを知る
・図書館のことを知る
・大学図書館のことを知る
・幅広く学問に触れる

【調べる】

・本や雑誌、新聞を読む
・図書館のHPを見る
・直接図書館を訪れる
・人と話してみる など…

【考える】

・自分の軸は何か
・大事にしてきたことは何か
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最後に…

よく調べ、よく知り、よく考え、
より良い道を選ばれますよう応援しています！
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